













































ドイツにおいて人間形成に関わる重要な概念としては Bildung があげられる。Bildung とは，一般的に
教養，陶冶，教育，人間形成などと捉えられ，歴史の流れとともにきわめて多義的に変化してきた概
念である（櫻井, 2015, p. 89）。その中で，「芸術音楽」と密接に関わっていたのは，新人文主義的と称
される Bildung であった。新人文主義的 Bildung は，19 世紀初頭に台頭した「教養市民」が共有すべ
き趣味・嗜好1の根底におかれた概念であり，古代ギリシアを範に，古典との対峙によって「各人の個





                                                   














ドイツの学校音楽教育は，3 つの改革を通して発展した。「唱歌科」の改革が行われた 19 世紀後半
から 20 世紀初頭のクレッチュマーの改革，それに引き続いて「音楽科」への改革が進められたケステ
ンベルクの改革，さらに今日の学校音楽科のカリキュラムの基盤が形成された 1960 年代後半から 70
年代におけるカリキュラム改革である。本研究では，クレッチュマーの改革，ケステンベルクの改革，
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究，②3 つの改革による学校音楽教育の変化に関する先行研究，③「芸術音楽」と Bildung 概念に関す
る先行研究，という 3 つの視点から行った。 










1 節および第 2 節にて整理することを記した。 
 
第 1 章 「芸術音楽」と Bildung 概念の結びつき 




すべき原典」（リンガー著, 西村訳, 1991, p. 13）にふれ，哲学を学ぶ中で，自己研鑽をつむことが求め
られた。それは，実際に役立つ知識や技術の習得ではなく，「純粋に学問のための学問」（野田, 1997, 
p. 23）によって，「生涯を通じての人格の多面的で調和的な完成」（同前書, p. 22）を目指すものであ
った。そこで重要とされたのは，「ある最終目標に到達することではなく，ひたすらそこに近づくため








ベートーヴェンの交響曲などを自律的な「芸術作品」と理解した（吉田, 2015, p. 21）。 
ここで着目すべきは，美的価値を有する「真面目な音楽・クラシック音楽・芸術音楽」を愛好する
ことは，すぐれた人格を養うことにつながると捉えられていたことである。それを支えた理論として
Bildung 概念が着目されている。宮本は，未知の中心に近づく教養段階，つまり Bildung が有する「非
























第 2 章 クレッチュマーの改革における「芸術音楽による人間形成」の確立：中等教育における「芸 
術音楽」教育の強調 






                                                   
6詳細は，岡田（2010, 2014a, 2014b）を参照されたい。 
7第 1 回芸術教育会議（1901）は造形芸術，第 2 回芸術教育会議（1903）は文学と詩，第 3 回芸術教育会議（1905）は



























いたという点で，「芸術音楽」と Bildung 概念との結びつきがみられた。 
以上，クレッチュマーの改革では，Bildung と結びついた「芸術音楽」の学びは，中等教育において，
エリート層を対象として行われていたこと，そこで目指された音楽による人間形成は，「芸術音楽によ
る人間形成」であったこと，それを支えたのが Bildung 概念であったことを示した。 
 
第 3 章 ケステンベルクの改革における「芸術音楽による人間形成」の徹底：初等教育における「芸
術音楽」教育の導入 
第 3 章では，ケステンベルクの改革を対象とし，「芸術音楽」と Bildung 概念の結びつきによる「芸
術音楽による人間形成」が徹底され，中等教育にとどまらず，初等教育にも導入されたことを示した。
































第 4 章 カリキュラム改革における「芸術音楽による人間形成」から「音楽による人間形成」への転
換：学校音楽教育における「芸術音楽」の優位性の揺らぎ 
第 4 章では，Bildung の視点から「芸術音楽」の意義が語られなくなった時代の学校音楽教育として，






た。史料は，ヴェーヌスの著書 Unterweisung im Musikhören（1969，1984）10を扱った。その後，それ
が実際のカリキュラムにどのように表れているのかという視点から，当時の西ドイツ全 11 州の基礎学
校音楽科レールプランを検討した。 
                                                   
8史料として，「国民と国家における全音楽育成に関する覚書」の原文が収録されている Nolte（1975）を扱っている。 
9史料として，レールプラン（1927）の原文が収録されている Nolte（1975）を扱っている。 
10初版（1969）と第 2 版（1984）の相違は，第 2 版に「1984 年新版の序文」が加えられている点である。そこには，
初版執筆時の状況の説明などが記されているため，本研究では第 2 版も史料として扱った。 
9 
次に，カリキュラム改革期における「芸術音楽」の位置づけについて，ヴェーヌスとアルトの音楽
教育観をもとに検討した。西ドイツ 11 州のレールプランのうち，10 州は行動様式に基づいているが，
残りの 1 州（ノルトライン・ヴェストファーレン州）は行動様式ではなく，アルトの機能領域に基づ
くレールプランとなっている。したがって，本研究ではヴェーヌスとともに，アルトの音楽教育観も
考察の対象とした。史料としては，上記のヴェーヌスの著書 Unterweisung im Musikhören（1969，1984），
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